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いつもお世話になり、ありがとうございます。 

 2月に入り、暦の上では春と言いながら、先月末から到来した大寒波により全国各地 

で大雪に見舞われています。 

今月のヤマケイ通信は「部屋の保温術」についてです。(^-^) 

  

 部屋の保温効果を高めるカーテン活用術 

暖房をつけたとき、なかなか部屋が暖まらないという経験はないでしょうか？ 

そのようなときは窓辺に注意を向けてみてください。部屋のカーテンが開きっ 

ぱなしになっていないでしょうか。窓ガラスがしまっていても、ガラスを通じ 

て部屋のなかの暖かい空気はどんどん外へ流れていってしまいます。 

どんなに部屋が暖かくても、窓ガラスだけはヒヤリと冷たいものです。これは冷たい外気がガラスの温度 

をうばってしまうからなのです。これではいくら暖房をつけても非効率的。電気代や灯油代も余計にかか 

ってしまいます。 

カーテンの使い方を工夫すると、部屋の保温効果をより高めることができます。 

カーテンの効率的な使い方として、冬の日中はカーテンを開けて、日光を十分に取り込み、部屋に自然の熱を 

蓄えておきます。そして、夕方になって外が暗くなってきたら、早めにカーテンを閉めて、その熱を逃がさな 

いようにすれば、効率よく部屋を保温する事ができます。また、厚手のカーテン、床まであるカーテン、カー 

テンを二重にするなども効果抜群です。暖房効率を狙うなら、カーテンが一番です。 

 

その他にも保温効果を高める方法がたくさんあります。 

基本的に暖かい空気は軽いですので、天井付近に溜まる傾向があります。ですので、天井に向けて扇風機をま 

わすと、暖かい空気が部屋全体に流れるようになります。エアコンの風向も下向きすれば効果大です。 

また、ホットカーペットをお使いの方は、必ず床とホットカーペットの間に断熱材を挟んでおきましょう。 

冬場の床の温度は、かなり冷たいです。冷たい床の上にそのままホットカーペットを置くと、熱がどんどん床 

に吸いとられてしまいます。市販の保温シート、段ボールでも十分ですので何か挟んでおくと効果抜群です。 

 

ご講読有難うございました。 

まだまだ寒い日が続くようですので、皆様、体調管理にお気をつけ下さい。 

有難うございました。(^o^) 
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